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潜時は約 9 msec であった口また，閉口筋あるいは開口筋を伸展し，筋の自己受容性信号により三
叉神経迩動核部の活動をI!武活させたが呼吸中枢の活動には著明な変化は認められなかった口
これらの実験結果から，呼吸相に一致して増減する前日己顎筋活動は，呼吸迩勤時肺の拡張，収縮に
際し肺に存在する mechanoreceptor からの信号が迷走神経を介し顎筋支配の三叉神経連動核部の活
動に影響したためでなく，呼吸中枢の活動が三叉神経連動核部に直接影響したものである乙と，呼吸
中枢は同側性に三叉神経連動核部を支配し，吸息中枢からは顎二腹筋支配の三叉神経連動核部に， .1乎
息 1~ll枢からは攻筋支配の三文相IJ経連動核部にそれぞれ促進性のインパルスを送り，各呼吸相に応じて
下顎の位置を調整していること;呼吸中枢から三文神経連動核部への伝道路は polysynaptic である
こと;三文神経中脳路核から呼吸中枢への連絡はなしゅュあるいは存在したとしても機能的に強力でな
いことなどが明らかになったと言えよう。
以上本論文は顎運動調節の背後に存在する呼吸中枢の役割を明確にしたものであって，口腔生理学
上極めて注目すべきものであり，歯科学に貢献するところ大である。歯一学博士の学位を受けるに十分
の資格あるものと認める。
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